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５４３ 快適で豊かな農山漁村づくり

【２０１０年度の目標】

地域住民がいきいきと生活できる 自然環境に恵まれた快適で豊かな農山漁村づくりが進み、 、

魅力ある資源を活用した交流などにより地域が活性化しています。

項 目 基準年度の状況 年度実績 年度の目標1999 2001

( 年度の目標)2010

集落排水整備率 （１９９５年度）

農業集落排水 ８．５％ ２５．３％ ３２％

（６３．７％）

漁業集落排水 ０％ ８．７％ ２１％

（４９．９％）

広域農道

アクセス時間短縮 ４３％ ４３％ ４５％

市町村割合 （６４％）

１ 平成11年度の取組

（１）平成11年度の取組概要とその成果

農山漁村は、生活の基礎となる食料を安定的に供給する役割や、県土や環境の保

全、文化の伝承など多面的機能を発揮するなど、県民の命と暮らしの安全と安心の

礎として重要な役割を担っています。

しかし、高齢化の進行と人口の減少など厳しい状況の中にあって、持続的にその

役割を担っていくためには、地域の活力を高めることが重要であり、生活環境の整

備、就労の場や生産条件の整備、都市部との交流などによる中山間地域の活性化等

を推進していく必要があります。

このことから、利便性・快適性・生産性等の向上を促進し、魅力ある農山漁村づ

くりを進めるため、集落排水事業や広域農道の整備等に取組んできました。また、

中山間地域の活性化を図るため、自然とのふれあいや都市との交流を深めるための

条件整備の促進とともに、棚田等の地域資源を生かした活性化などへの支援等に取

組んできました。



（２）平成11年度の取組に対する問題点

少子高齢化の進行が著しい中山間地域においては、総合的な条件整備が進んでい

るとは言い難く、地域における活性化に向けた積極的な取組を支援するとともに、

整備済み施設等との有機的な連携による効果の早期発現を図る必要があります。

また、交流拠点の整備やＰＲの不足などから、都市住民との交流があまり進んで

いないことがあります。

２ 平成12年度の取組と成果見込み

引き続き生活環境を高める整備を推進していくとともに、地域の活性化が図られ

るよう、地域資源を有効に活用した個性的な取組を支援します。

３．平成13年度以降に向けての取組方向

生活環境の整備は、農山漁村地域での定住を図っていく上での基礎的な条件であ

り、集落排水整備や広域農道などの基盤整備を始め、医療・保健・福祉の向上、社

会文化施設の充実など関係部局と連携を図りながら推進します。

また、中山間地域の活性化については、多様な就業機会の確保など定住のための

条件整備をはじめ、教育機関と連携した農林水産業体験学習の展開や地域の資源を

活かした都市住民との交流（ﾏﾘﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ､ｸﾞﾘﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ等）など交流人口の増加に取組

むとともに、地域の創意工夫による取組に対してもハード・ソフトの両面から支援

していきます。


